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消防設備の体系に沿った豊富な事項解説により、消防設備の指導・設計・施工・保守に関する実務が容易に理解できます。

第１章　通則
1 消防用設備等の設置維持義務
2 消防用設備等の種類
3 条例
4 既存防火対象物
5 用途変更
6 消防用設備等又は特殊消防用設備等の検
査制度

7 消防用設備等又は特殊消防用設備等の点
検制度

7の２ 防火対象物点検報告制度
8 消防設備士制度
9 検定制度
１０ 消防用設備等の設置及び維持に関する措
置命令

１１ 消防本部
１２ 立入検査
１３ 消防法施行令
１３の２　消防法施行規則
１４ 消防同意
１５ 一般予防
１６ ＳＩ単位

第２章　消火設備
1 消火器具
(1) 消火器の概要
(2) 消火器の種類
(3) 消火器の構造・薬剤
(4) 消火器の設置基準
消火器の配置／消火器の能力単位／
消火器の適応対象　　等

(5) その他
簡易自動消火装置

2 屋内消火栓設備
屋内消火栓の構造・機能／水源／合
成樹脂製の管及び管継手の基準／1号
消火栓／配管の摩擦損失計算／パッ
ケージ型消火設備　　　等

3 スプリンクラー設備
閉鎖型ヘッドの設置方法／開放式ス
プリンクラー設備／スプリンクラー
ヘッド／閉鎖型スプリンクラーヘッ
ドの感度試験／一斉開放弁／補助散
水栓／デフレクター／グラスバルブ
の強度試験／ＲＴＩ／13条区画／被
水防止措置　　等

4 水噴霧消火設備
水噴霧消火設備の構成／標準放射量
／自動式の起動装置　　等

5 泡消火設備
泡消火薬剤混合装置／ラインプロポ
ーショナー方式／送液・送泡管／エ
ダクター／冠泡体積　　等

6 ガス系消火設備
不活性ガス消火設備の概要／ハロゲ
ン化物消火設備の概要／粉末消化

剤／ハロンバンク／放射量／ホー
ン／音響警報装置／ノズル開閉弁
等

7 屋外消火栓設備
屋外消火栓／地下式屋外消火栓／地
上式屋外消火栓　　等

8 動力消防ポンプ設備
ポンプの種類／動力消防ポンプの一
般構造・性能等／内燃機関　　等

第３章　警報設備
1 自動火災報知設備

自動火災報知設備の概要／アナログ
式自動火災報知設備／差動式スポッ
ト型感知器　　等

2 ガス漏れ火災警報設備
ガス漏れ火災警報設備を設置すべき
防火対象物／可燃性ガスが自然発生
するおそれがあるもの　　等

3 漏電火災警報設備
漏電火災警報器の概要／１級漏電火
災警報器／２級漏電火災警報器　 等

4 消防機関へ通報する火災報知設備
消防機関へ通報する火災報知設備の
設置対象　　等

5 非常警報器具、非常警報設備
非常警報器具の設置対象／非常ベル
の概要／自動式サイレンの概要 等

第４章　避難設備
1 避難器具
2 誘導灯，誘導標識

第５章　消防用水

第６章　その他の消火活動上必
要な施設

1 排煙設備
2 連結散水設備
3 連結送水管
4 非常コンセント設備
5 無線通信補助設備

第７章　非常電源・配線
1 非常電源
2 配線

第７章の２　総合操作盤

第８章　共通事項
1 防火対象物
2 消防用設備規制の単位
3 危険物
4 少量危険物
5 指定可燃物
6 消防活動阻害物質
7 耐火構造
8 建築物
9 建築確認

１０ 主要構造部
１１ 不燃材料
１２ 準不燃材料
１２の２ 難燃材料
１３ 地階
１４ 無窓階
１５ 避難階
１６ 収容人員
１７ 防火管理者制度

第８章の２　消防法令の運用
1 スケルトン状態の防火対象物等
2 浮体構造物

第８章の３　防炎規制
1 防炎防火対象物と防炎対象物品
2 防炎性能
3 防炎性能の確認
4 防炎表示
5 防炎表示者の登録

第９章　特例基準
1 基準の特例
2 共同住宅の特例
3 既存防火対象物の特例
4 昭和50年消防安第77号通知
5 昭和50年消防安第84号精神病院特例通
知

6 昭和51年消防予第73号卸売専業店舗特
例通知

7 昭和52年消防予第5号病院特例通知
8 昭和62年消防予第188号病院特例通知
9 昭和62年消防予第189号社会福祉施設
特例通知

１０ パッケージ型消火設備の評定
１１ 屋内消火栓設備のスプリンクラー設備へ
の改造特例通知

１２ パッケージ型自動消火設備特例通知
１３ 平成2年消防予第106号物品販売店舗等
特例通知

１４ 屋内消火栓設備及びスプリンクラー設備
の代替設備の取扱い

１５ 自走式自動車車庫に係る消防用設備等の
設置

１６ ＬＰガス充てん所に係る消防用設備等の
技術上の基準の特例

１７ 空調用蓄熱槽水の消防用水として使用す
る場合の取扱い

１８ 既存の有料老人ホームに対する消防用設
備等の技術上の特例基準の適用について

１９ 複合用途防火対象物等における自動火災
報知設備の取扱いについて

２０ 放火監視センサーを用いた放火監視機器
のガイドライン

第10章　消防防災システム

第11章　住宅用防災機器等

内容構成
（抜粋）

内容見本
（縮小）

消防設備法令
の内容を事項
ごとに解説！

理解を深めるため
の図・表を豊富に
登載！必要に応じて「関連

通達」「質疑応答」を
登載！
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加除式書籍とは？ 
◆法改正や最新事例の追加等によって「台本（原本）」の
内容に改正・増補等が生じた場合、その都度発行す
る「追録」（有料）と不要な頁を差し替えることで、内
容を補正・更新できる形態の書籍です。 

＝＝＝＝＝＝＝ここが魅力＝＝＝＝＝＝ 

●何年経っても情報の‘確かさ’と‘鮮度’を保ち続ける
ことができる！ 

●追録の迅速なお届けにより、法改正や増補を見落と
すことなく、常に最新内容で利用できる！ 

●法改正の度に買い換える必要がないため、長期的な
ご利用にあたっては費用負担が少なく経済的！ 

追録は購入しなければならないの？ 
◆常に最新内容でご利用いただけるよう、台本のご購入
以降に発行される追録（有料）のご購読もお願いしてい
ます。 

◆追録は、お客様からお届けの停止（購読中止）のご連絡
をいただくまでは継続してお届けいたします。 

◆ご利用条件については、商品ごとの「利用規約（規程）」
でご案内しています。 

◆年間追録代、発行回数等については下記フリーダイヤル
までお問い合わせください。 

購入後のメンテナンスは？ 
◆追録の差し替え作業は、無料で行います。弊社社員が
直接お伺いし、迅速・正確かつ丁寧に加除作業を行い
ます。 

◆その他、書籍のページが欠落した、バインダーが壊
れた等の不都合が生じた場合も、お気軽に下記フリー
ダイヤルまでご連絡ください。 

申し込み方法は？　支払いは？ 
◆お申し込み方法は以下からお選びください。 

■下記フリーダイヤルにてお申し込みください。 
■弊社ホームページ 
　※ホームページでは、新刊をはじめ各商品の詳しい
情報をお届けしています。また、フリーワードや
ジャンル別等商品検索機能もご活用いただけます。 

■本カタログと併せてお届けした申込書にご記入の上、
弊社宛にお申し込みください。 

■お客様の地域を担当する弊社社員にお申し込みく
ださい。 

◆お申し込みをいただいた後、商品（台本）と請求書をお
届けいたします。 

◆お支払い方法（一括払い・分割払い等）やお支払いの時
期については、同封の申込書に記載しています。ご不
明な点は下記フリーダイヤルまでお問い合せください。 

末永く、安心してご利用いただくために、お客様の疑問にお答えします 

本社 
東京都港区南青山2_11_17 〒107_8560

担　　当 

TEL 7 0120－203－696 
FAX 7 0120－202－974

ホームページからのお申し込みは 
http://www.daiichihoki.co.jp

◆商品をお手にとって検討したいというお客様は、下記
フリーダイヤルまでご連絡ください。 

商品を手にとって検討したい… 

商品に関するご照会・お申し込み・ 
追録差し換えのご依頼は 

※お客様の地域を担当する弊社社員へご連絡いただくか、フリーダイヤルをご利用ください。 
※フリーダイヤル（TEL）の受付時間は土・日・祝日を除く9：00～17：30です。 
※FAXは24時間受け付けておりますので、併せてご利用ください。 

※クレジットカードでもお支払いいただけます。 
※追録（有料）は、請求書でのお支払いとなります。 

検 索 第一法規 

（612564） 2010.6 H3

〈612560〉 ［1006］ 

消典 

消防設備法令等 
実務事典 
消防設備法令等 
実務事典 

実務で必要な消防設備の『法令用語』『関連事項』をわかりやすく解説！！ 

消防設備法令研究会　編集
A5判・加除式・全5巻
定価 21,000円（本体 20,000円）

本書の特色本書の特色
消防設備法令の内容を
事項ごとに解説してい
ますので、関連する法
令、通達、実例を踏ま
えて、全体を理解する
ことができます。

ビジュアルな図表を可
能な限り登載し、より
早く的確に内容を把握
することができます。

関連通達・実例をまじ
えた解説で、実務的な
留意点まで理解するこ
とができます。




